
 
 
 
 
 
 
 
 

北九州港湾･空港整備事務所長の國田です。6 月下旬に着任し、早 3 か月が経ちました。九州での勤務 
は今回が初めてで、北海道生まれの体には夏の暑さは少々堪えましたが、この時期に管内各地で催され 
るイベントは、どれも活気とあたたかみがあるので、毎週末をとても楽しみに過ごしております。とりわけ、 
事務所の位置する門司港レトロ地区は、生まれ故郷に近い小樽にも似て、歴史の深みを感じさせる建物 
等がところどころに残っていて、これらの発見や出会いが楽しめる大好きな場所の一つとなりました。 

北九州は、港では洋上風力をはじめ再生可能エネルギーの拠点整備、空では北九州空港において 
国産ジェット旅客機の試験飛行拠点の整備など、ものづくり技術のポテンシャルを活かせるプロジェクトが進む、可能性豊かな

地域です。こうした地域や企業の取組と連携しながら、港づくり、空港づくりを通じて地域の発展に微力ながら貢献して参りたい

と思いますので、みなさまのご支援、ご協力をお願いいたします。 
 
 
 
 
 

平成 28 年 9 月 8 日（木）、ひびきコンテナターミナルに、 
北九州港では初となる 10 万トン超の大型クルーズ船 
「コスタ・フォーチュナ」が寄港しました。 

乗客は、貸切バス 80 台で福岡の街へ向かい、うち 
20 台は福岡に加え北九州市内もまわり、歴史・文化観光 
を楽しまれました。 
 また、特別に船員向けに地元の若松区内の観光地を巡 
る旅のおもてなし（産直センター、高塔山公園、若松南海 
岸など）が用意され、船員の方々も北九州を楽しまれました。 
 
 
 
 
  平成 28 年 8 月 7 日(日)、北九州市門司区の関門海峡に面した 
めかり～太刀浦地区において、毎年恒例のミニ・ミニ・トライアスロ 
ン大会（今年で 31 回目）が開催されました。 
 当事務所からは 4 年ぶりの参戦で、スイム 300m→ラン 5km→ 
自転車 10km の”運動不足の人コース”に出場しました。事務所の 
仲間の期待を背に４人が出場し、気合い十分でタスキをつなぎまし 
たが、43 チーム中 33 位と残念ながらもなんとなく気持ちのいい 
ゾロ目の順位でした。 
 ゴール地点で行われた表彰式では、門司港名物バナナの叩き売 
りの実演があり、参加者（選手３３３人＋応援者）みんなでリズミカル 
な口上を楽しみました。 
 大会前日には、自転車の会場となる太刀浦コンテナターミナルの 
周辺道路の清掃活動に参加し、地域の皆さんと一緒に汗を流しま 
した。毎年７月に大会参加申し込みがあります。一人でこなす本格 
的な”鉄人コース”から、３人駅伝の”強人コース”、４～６人駅伝の 
”運動不足の人コース”があります。我こそはという方は、ぜひ、来年度の出場をご検討ください。 
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大会前日、みんなで清掃活動。 チーム"ご安全に！" 
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北九州港にもついに・・・ 
過去最大級の 10 万トン超の大型クルーズ船がきた！！ 

みなさん、よろしくお願いします。 



 
 
 
 

平成 28 年 7 月 17 日（日）、門司港レトロ地区で開催された「関門港ボート天国」に今年も参加しました。 

 「関門港ボート天国」は、今年で 28 回目をかぞえマリンレジャーシーズンの到来に合わせて「水難事故ゼロ」を目

的に毎年この時期に開催されています。 

当事務所は、会場区域内にある旧門司税関で恒例のパネル展を行い、九州地方整備局の港湾空港の仕事、4月 14 日・

16 日に発生した熊本地震の対応を紹介しました。今年は、熊本地震でも話題となった液状化について理解を深めても

らおうと、液状化の再現実験も行い、来場された皆さんに液状化について理解を深めてもらいました。 

メインイベントの「SWIM＆RUN（スイム：1キロ ラン：10 キロ）」は今年で 20 回目を迎え、毎年県外からの参加者

も多く、今年は 10 代～80 代の男女約 190 人が最高のロケーションの中、観客の声援を背に熱戦を繰り広げました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 28 年 5 月 13 日(金)、東京国際フォーラムにて NPO 法人リサイクルソリューション開催の「リサイクル 

アワード 2016」にて、当事務所の新門司沖土砂処分場の取り組みが「リサイクル利用促進賞」に選ばれました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 北九州空港島にある新門司沖土砂処分場は、関門海峡や新門司地区等の航路整備で発生する浚渫土砂の受入れ場所

となっていますが、残受入容量が少なくなったことから､平成 19 年度から平成 27 年度にかけ、容量拡大(地盤改良)に

取り組みました。これにより、200 万 m3(小学校の 25ｍプール 5555 杯分)以上の容量拡大が出来ました。 

 

 

 
 
 
 

新門司沖土砂処分場の取り組みが 
「リサイクル利用促進賞」に選ばれました！ 

「関門港ボート天国」でパネル展を出展しました。 

液状化実験装置 

※「リサイクルアワード」とは、NPO 法人リサイクルソリューションが、リサイクル技術等の調査、研究、啓蒙、普及を目的に、
特にリサイクル利用に優秀な成果を収めた者を表彰するものです。 

←新門司沖土砂処分場(３工区)の様子(H24.6 時点) 
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